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ブドウ園におけるモノレール利用微量散布機

による薬剤の少量散布法

安達真意・鑓水惣j＊・橋本童謡・浅野功撃て田中　彦

1　ま　え　が　き

山形県のブドウ生産は，全国2位にあるが，その栽

培面槙の7割は50以上の傾斜樹園である。しかし，こ

れら傾斜樹園における機械化は棲めて遅れている。特

に，年10－11回も行なわれている防除作業は，一部で

8・日や回転噴ロの導入によって省力防除が行なわれ

ているものの，大部分の傾斜地においては定置配管と

動力噴霧操による手散布が現状である。そのときの散

布量は，10a当り200～250且である。しかし，傾斜地で

は水の確保が容易ではなく，かつ作業者の疲労・農薬

による危険性が伴っている。このようなことから，山

形農式では，農機研の協力を得て，新しい防除磯を試

作し，昭和50年度には通年防除試験を行ない実用的効

果を確認した。

2　供試機械の試作

この新しい防除磯は（910a当りの散布薬液をでき

るだけ少量にすること。し参憤斜樹園で普及しているモ

ノレールに装着できること。③慣行防除法に比べて，

省力的な防除ができ，かつ，一度に広範囲の防除がで

きること，などの条件を設定して試作した。このため，

本機を「山形農試式モノレール搭載微量散布機」と名

づけた。この散布機の主要諸元・見取図が第1表及び

第1回である。従来の防除機は液剤散布の場合，動力

噴霧機を基本とし，多量の薬液を散布するようにでき

ているので，数量又は少竜散布には適さない。そのた

め，本機では，黒鼠研で闘発した微量散布機膚を取り

入れ，これに送風機・原動機・動力伝達機構・薬液タ

ンクなどを組み合わせて試作した。本機の機構は次の

ようなものである。まず，薬液タンク内に入れられた

原液，もしくは，数十倍濃度の薬液にロークリ・ポン

プで圧力をかけ，更に，エアコソプレッサからの圧縮

空気とともに特殊噴頭内から吐出させ，徴粒子とする。

これを，軸流77ソからの風にのせて，樹園内に送り

込み，葉・枝・果房等にまんべんなく附着させ，防除

を行なうものである。この防除磯の薬剤到達距離は15

m以上，各距離の風速をできるだけ均一にするなどの

第1表　「山形農試式モノレール搭載微量散布機」の主要諸元

項　　　　　　 目 諸　　 元　　　　　　 能　　 力

機 体 の 大 き　さ　 （孤孤） 1，155 ×1，155 ×620

散 布 装 置

微量 散布 ノズル 廃校研式 ノズル　 8 個

圧　 力　 調　 節 空 気 ；エア コンプレ ッサ，液圧 ；ローク リポ ンプ

薬　 液　 タ　 ン ク 容　　 量　　 1D A

送　 風　 塩

7 7 ソ径　 （叩） 580

風　　 量 （妙血in ） 28【】

回　 転　 数 （rpm） 2．000

原　　 動　　 機 空 冷エ ソジ ン

モノ　レール

銘　 柄 ・ 型　 式 コンマ式 M R 型

レー ル の 型 式 単 条， 下方 ラ ック

走　 行　 速　 度 0．18叫増になる よう伝 導機 構 を改良

通　 年

防 除 時

散 布 量

圧　 力

直進 作 業 能 率

10　g ／10a

空気圧 及び液 圧 とも 0．25極／／て戒

散 布幅 を 18 机 とすれば 1 ha ／hr
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＊Shigoo HASH工MOTO（山形県立農業試験場）　＊＊＊KoZO AsANO（山形県立農業経営大学校）

＊Sn糾mu TANAKA（山形県立農業試験場）
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第1図　山形農試式モノレール描成数量散布機

条件を設定し，各種薬剤を凌用して基礎試験を行なっ

た。その結果，第1蓑諸元のような性能とした。送風

第2表　使用薬剤（防除暦）

散　布

4　月　2

5　月1封
5　月　28日

占　月　　9日

8　月　27日

7　月10日

7　月1（；日

7　月　28日

9　月　　8日

第19　号　r1977）

機は，薬剤の到達距離を延ばすため，特別のだ円状の

吐出口を有するものとした。このような微量散布機を

コソ′くクトにまとめ，モノ　レールに搭載して，樹園内

を上下に移助，水平方向に散布できるようにした。

5　通年防除試験

1　試験方法

上記の山形農試式モノレール搭載徴丑散布機を使用

して，置賜分場において，第2表のように年9回の通

年防除試験を行なった。品種はデラウエアである。散

布薬剤は，10a当り10ヱとし，慣行の薬剤にTSS隠者

剤を1払当り50cc及び水を加えて10gとした。また，

樹園内における附着状態を見るため，薬液内に色素ス

カーレットを5才／ヱ溶かし，葉・枝・果房に取りつけ

た判定用紙に附着させ，第5表のように10段階の指数

で判定した。また，防除効果を見るため，試験区の他

に，慣行区及び無防除区を設置した。

薬　　　　剤　　　　名

モソ（乳）・スミパークE50

ス　ミチオン（乳）

ミクロデナポソ（水）・ジマンダイセソ（水）

ジマソダイセソ（水）

スミチオン（乳）・ネオアソジン（液）

ジマソダイセソ（水）

ジマン／ダイセン（水）

ダイセンステンレス・硫酸亜鉛

ジマソダイセソ（水）

濃　　度（倍）

（乳）＝乳剤，（水）＝水和剤，（液）＝液剤

第5表　附斉指数

附　着　の　状　態

全く附着していない。

非常にわずかの附着。

非常に多く附着

少しも附着していない所がないほど

ベッタリ附着

2　試験結果

1）散布使用薬剤の機械適応性

いずれの薬剤も適応性が認められた。吐出蚤は，水

和剤・液剤ともほとんど差は認められなかった。ただ，

水和剤使用の場合，非常に高濃度となるため，沈頂を

起しやすく，十分撹拝して使用する必要があった。

2）作業能率

モノレールの走行速度は，ほとんど8．18～0．19m／S

で散布幅を18mとすれば，直進作業能率は1．1ha／hr

となる。

5）農薬の附着状況

葉・枝・果房全般にわたって見た場合，散布機から

の距離5～5mの所で附若造が最も多く，8m付二iで

やや低下し，77花付近で若干，多くなるというように，

遠くなるに従って附着量の減少が認められたものの，
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一直線に減少するのではなく，波型を示して減少する

傾向にあった。これは，樹同内の各位置における送吼

機からの風速分布と，ほぼ一致していた○　これから，

風速と，それによって運ばれる農薬の塩は，ほぼ一致

すると考えられる。

次に，菓・枝・果房の位置別の附着状況は以下のと

おりであった（第2囲）。

i）薬…・上記の傾向にあるが，収穫期に近づくに

っれて，棚の厚さが増してくると，附着量が減少し，

特に，棚上層の葉で少なくなった。また，葉の表面側

と裏面側では，送風を裏面側（下方）から行なってい

るにもかかわらず，襲面側の附着‡二王が少なかった。

阜i）枝…・ブドウが休眠期で，薬がない時期は，枝

の向きや放布方向には関係なく，全体的にほぼ平均的

な附着となった。しかし，5月中旬以降，薬が生じて

くるにつれて，全体的に附着土とがやや低下した。また，

拒辞によって差が生じてくるのが認められた。これは，

葉が繁ってくることによって，空気の流れにむらを生

じ，農薬粒子の流れの障害になるためと考えられる。

iii）果房

散布方向に対する面，つまり，機械と向い合ってい

る面では，機械からの距闇1dm付近まで，はっきりと

した附着を示し，匪班別の附着曲線もなだらかな斜面

を示している。この反対側，つまり，機械から見て裏

側は，附着量が少なく，農薬粒子は裏側へは回りにく

いことがわかった。また，装置付近において，巣房の

汚染が若干，認められた。

4）防除効果

試験区においては，一部サビ病・褐斑病の発生が認

められたが，主に，機械からの距離1Dm以上の所であ

った。また，晩腐病については，発生が認められず，

果房に対する接種試験を行なった。これらの結果，防

除効果は，機械から10m付近まで顕著に認められた。

4　ま　　と　　め

以上のことから，この微量散布機について実用化の

見通しがついたと考えられる。このことから，今後は，

①更に薬剤の附着を確実にするため，77ソなどの改

良を行う。t』現在，送風機用と散布装置用に分かれて

いるェソジンを統一し，また，操作しやすいようにす

る。3）薬液タンク内に甥挿俵を取りつける。（㊤モノレ

ールのみならず，トラクタや移動作業車などにも装着

できるようにする，などを考えて研究を進める方針で

ある。

り）葉
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第2図　附着状況


